
　

台
風
が
三
浦
半
島
を
直
撃

　

台
風
が
三
浦
半
島
を
直
撃

し
た
数
日
後
、
無
理
を
言
っ

し
た
数
日
後
、
無
理
を
言
っ

て
横
須
賀
市
芦
名
の
浄
楽
寺

て
横
須
賀
市
芦
名
の
浄
楽
寺

さ
ま
を
訪
ね
ま
し
た
。
御
本

さ
ま
を
訪
ね
ま
し
た
。
御
本

堂
の
屋
根
瓦
が
飛
び
散
る
な

堂
の
屋
根
瓦
が
飛
び
散
る
な

ど
被
害
も
大
き
く
心
痛
で
あ

ど
被
害
も
大
き
く
心
痛
で
あ

り
ま
す
。

り
ま
す
。

　

ご
住
職
か
ら
収
蔵
庫
の
扉

　

ご
住
職
か
ら
収
蔵
庫
の
扉

を
開
け
て
い
た
だ
き
ま
す
と

を
開
け
て
い
た
だ
き
ま
す
と

阿
弥
陀
如
来
さ
ま
が
目
に
迫

阿
弥
陀
如
来
さ
ま
が
目
に
迫

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
世
に
広

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
世
に
広

く
知
ら
れ
た
仏
師
・
運
慶
作

く
知
ら
れ
た
仏
師
・
運
慶
作

の
阿
弥
陀
如
来
坐
像
で
す
。

の
阿
弥
陀
如
来
坐
像
で
す
。

写
実
的
で
量
感
豊
か
、
優
し

写
実
的
で
量
感
豊
か
、
優
し

く
、
そ
し
て
力
強
い
お
顔
は

く
、
そ
し
て
力
強
い
お
顔
は

な
ん
と
も
い
え
ぬ
安
堵
感
を

な
ん
と
も
い
え
ぬ
安
堵
感
を

も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。
鎌

も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。
鎌

倉
時
代
の
人
々
の
心
に
希
望

倉
時
代
の
人
々
の
心
に
希
望

と
存
在
感
を
強
烈
に
ア
ピ
ー

と
存
在
感
を
強
烈
に
ア
ピ
ー

ル
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

ル
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

浄
楽
寺
の
ご
住
職
は
尼
僧

　

浄
楽
寺
の
ご
住
職
は
尼
僧

さ
ま
で
、
先
住
職
さ
ま
が
お

さ
ま
で
、
先
住
職
さ
ま
が
お

応
え
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

応
え
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
仏
師
運
慶
が
創
り
上
げ

　

大
仏
師
運
慶
が
創
り
上
げ

た
、
そ
の
時
代
に
生
き
る
人

た
、
そ
の
時
代
に
生
き
る
人

々
の
心
の
内
面
ま
で
響
く
像

々
の
心
の
内
面
ま
で
響
く
像

の
精
神
性
と
在
り
よ
う
を
感

の
精
神
性
と
在
り
よ
う
を
感

じ
受
け
ま
し
た
。

じ
受
け
ま
し
た
。

　

心
も
和
み
、
堂
内
で
心
経

　

心
も
和
み
、
堂
内
で
心
経

を
あ
げ
さ
せ
て
も
ら
う
と
、

を
あ
げ
さ
せ
て
も
ら
う
と
、

像
の
目
を
拝
し
て
い
る
だ
け

像
の
目
を
拝
し
て
い
る
だ
け

で
涙
が
こ
ぼ
れ
そ
う
に
な
り

で
涙
が
こ
ぼ
れ
そ
う
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
が
運
慶
が
彫
像

ま
す
。
こ
れ
が
運
慶
が
彫
像

し
た
仏
な
の
だ
と
み
仏
の
慈

し
た
仏
な
の
だ
と
み
仏
の
慈

若
く
し
て

若
く
し
て
遷せ

ん
せ
ん

化げ

（
ご
逝
去
）

（
ご
逝
去
）

さ
れ
、
後
に
発
心
、
修
行
さ

さ
れ
、
後
に
発
心
、
修
行
さ

れ
住
職
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

れ
住
職
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

　

日
々
、
阿
弥
陀

　

日
々
、
阿
弥
陀

さ
ま
を
お
参
り
さ

さ
ま
を
お
参
り
さ

れ
て
何
を
感
じ
ら

れ
て
何
を
感
じ
ら

れ
ま
す
か
と
質
問

れ
ま
す
か
と
質
問

し
ま
す
と
、「
苦

し
ま
す
と
、「
苦

し
み
や
不
安
は
な

し
み
や
不
安
は
な

く
な
り
ま
せ
ん

く
な
り
ま
せ
ん

が
、
不
思
議
に
気

が
、
不
思
議
に
気

に
な
ら
な
く
な
り

に
な
ら
な
く
な
り

ま
す
」
と
静
か
に

ま
す
」
と
静
か
に

微
笑
み
な
が
ら
お

微
笑
み
な
が
ら
お

悲
と
力
強
さ
を
思
い
ま
し

悲
と
力
強
さ
を
思
い
ま
し

た
。
２
０
１
７
年
東
京
国
立

た
。
２
０
１
７
年
東
京
国
立

博
物
館
で
の
運
慶
展
以
来
の

博
物
館
で
の
運
慶
展
以
来
の

拝
観
で
し
た
が
、
今
こ
う
し

拝
観
で
し
た
が
、
今
こ
う
し

て
ホ
ー
ム
の
浄
楽
寺
に
堂
々

て
ホ
ー
ム
の
浄
楽
寺
に
堂
々

と
お
坐
り
に
な
ら
れ
る
お
姿

と
お
坐
り
に
な
ら
れ
る
お
姿

は
や
は
り
違
い
ま
す
。

は
や
は
り
違
い
ま
す
。

　

梵
名
ア
ミ
タ
ー
バ
。「

　

梵
名
ア
ミ
タ
ー
バ
。「
量

は
か
り

は
か
り

し
れ
な
い
光
を
持
つ
者
」
。

し
れ
な
い
光
を
持
つ
者
」
。

ま
さ
に
拝
す
る
も
の
す
べ
て

ま
さ
に
拝
す
る
も
の
す
べ
て

に
光
を
与
え
、
心
に
曇
り
の

に
光
を
与
え
、
心
に
曇
り
の

あ
る
人
々
を
漏
ら
さ
ず
導
い

あ
る
人
々
を
漏
ら
さ
ず
導
い

て
く
だ
さ
い
ま
す
。

て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　

今
秋
、

　

今
秋
、
1010
月
1919
日
に
秋
の

日
に
秋
の

特
別
拝
観
（
お
十
夜
）
が
あ

特
別
拝
観
（
お
十
夜
）
が
あ

り
、
ぜ
ひ
お
参
り
い
た
だ
き

り
、
ぜ
ひ
お
参
り
い
た
だ
き

た
い
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

た
い
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　

帰
路
、
副
住
職
さ
ん
が
汗

　

帰
路
、
副
住
職
さ
ん
が
汗

を
か
き
な
が
ら
綺
麗
に
境
内

を
か
き
な
が
ら
綺
麗
に
境
内

の
草
刈
り
を
さ
れ
た
道
が
清

の
草
刈
り
を
さ
れ
た
道
が
清

々
し
く
、
秋
風
が
心
地
よ
く

々
し
く
、
秋
風
が
心
地
よ
く

吹
い
て
い
ま
し
た
。

吹
い
て
い
ま
し
た
。

　

木
造
、
漆
箔
。
像
高
１
４

　

木
造
、
漆
箔
。
像
高
１
４

１
・
８
㎝
、
鎌
倉
時
代
。
国

１
・
８
㎝
、
鎌
倉
時
代
。
国

重
文
。

重
文
。

　

建
築
家
・
大
高
正
人
の
設

　

建
築
家
・
大
高
正
人
の
設

計
で
１
９
８
４
年
に
開
館
し

計
で
１
９
８
４
年
に
開
館
し

た
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館

た
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館

鎌
倉
別
館
（
鎌
倉
市
雪
ノ

鎌
倉
別
館
（
鎌
倉
市
雪
ノ

下
）
が
約
２
年
間
の
休
館
を

下
）
が
約
２
年
間
の
休
館
を

経
て
改
修
工
事
を
終
え
、

経
て
改
修
工
事
を
終
え
、
1010

月
1212
日
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ

日
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ

ー
プ
ン
す
る
。

ー
プ
ン
す
る
。

　

今
回
の
工
事
で
は
、
開
館

　

今
回
の
工
事
で
は
、
開
館

3535
年
を
迎
え
た
設
備
を
更
新

年
を
迎
え
た
設
備
を
更
新

し
、
展
示
室
の
壁
面
を
一
新

し
、
展
示
室
の
壁
面
を
一
新

し
た
。
ま
た
、
快
適
な
美
術

し
た
。
ま
た
、
快
適
な
美
術

鑑
賞
の
環
境
を
整
え
る
た

鑑
賞
の
環
境
を
整
え
る
た

め
、
彫
刻
庭
園
に
面
し
た
テ

め
、
彫
刻
庭
園
に
面
し
た
テ

ラ
ス
に
は
カ
フ
ェ
が
オ
ー
プ

ラ
ス
に
は
カ
フ
ェ
が
オ
ー
プ

ン
す
る
。

ン
す
る
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

記
念
展
示
は
「
ふ
た
た
び
の

記
念
展
示
は
「
ふ
た
た
び
の

『
近
代
』」
と
題
し
て
、
古

『
近
代
』」
と
題
し
て
、
古

賀
春
江
「
窓
外
の
化
粧
」
や

賀
春
江
「
窓
外
の
化
粧
」
や

岸
田
劉
生
「
童
女
図
（
麗
子

岸
田
劉
生
「
童
女
図
（
麗
子

立
像
）
」
、
松
本
竣
介
「
立

立
像
）
」
、
松
本
竣
介
「
立

て
る
像
」
な
ど
近
代
美
術
の

て
る
像
」
な
ど
近
代
美
術
の

名
品
に
と
ど
ま
ら
ず
、
近
世

名
品
に
と
ど
ま
ら
ず
、
近
世

か
ら
現
代
ま
で
幅
広
い
作
品

か
ら
現
代
ま
で
幅
広
い
作
品

と
資
料
を
展
示
す
る
。

と
資
料
を
展
示
す
る
。

　

一
般
６
０
０
円
。
神
奈
川

　

一
般
６
０
０
円
。
神
奈
川

県
立
近
代
美
術
館
鎌
倉
別
館

県
立
近
代
美
術
館
鎌
倉
別
館

☎
０
４
６
７
・

☎
０
４
６
７
・
2222
・
５
０
０

・
５
０
０

０

　

鎌
倉
・
鶴
岡
八
幡
宮
の
例

　

鎌
倉
・
鶴
岡
八
幡
宮
の
例

大
祭
が
９
月

大
祭
が
９
月
1414
日
か
ら

日
か
ら
1616
日

ま
で
行
わ
れ
、

ま
で
行
わ
れ
、
1616
日
は
流
鏑

日
は
流
鏑

馬
神
事
が
あ
っ
た

馬
神
事
が
あ
っ
た
＝
写
真
は

＝
写
真
は

松
原
省
吾
撮
影

松
原
省
吾
撮
影
。

　

朝
か
ら
ぐ
ず
つ
い
た
空
模

　

朝
か
ら
ぐ
ず
つ
い
た
空
模

様
だ
っ
た
が
、
午
後
か
ら
晴

様
だ
っ
た
が
、
午
後
か
ら
晴

れ
間
も
。
舞
殿
で
の
神
事
が

れ
間
も
。
舞
殿
で
の
神
事
が

終
わ
る
と
、
小
笠
原
流
一
門

終
わ
る
と
、
小
笠
原
流
一
門

の
射
手
や
奉
行
ら
関
係
者
が

の
射
手
や
奉
行
ら
関
係
者
が

境
内
に
特
設
さ
れ
た
馬
場
に

境
内
に
特
設
さ
れ
た
馬
場
に

入
り
、
流
鏑
馬
を
奉
納
し

入
り
、
流
鏑
馬
を
奉
納
し

た
。
た
。

　

揚
げ
装
束
姿
の
三
騎
の
射

　

揚
げ
装
束
姿
の
三
騎
の
射

手
が
、
約
２
５
０
㍍
の
馬
場

手
が
、
約
２
５
０
㍍
の
馬
場

を
猛
ス
ピ
ー
ド
で
駆
け
抜
け

を
猛
ス
ピ
ー
ド
で
駆
け
抜
け

る
馬
の
蹄
の
音
と
と
も
に
、

る
馬
の
蹄
の
音
と
と
も
に
、

直
径
直
径
5555
㌢
の
一
、
二
、
三
の

㌢
の
一
、
二
、
三
の

的
に
向
か
っ
て
次
々
に
鏑
矢

的
に
向
か
っ
て
次
々
に
鏑
矢

を
射
り
、
神
事
を
終
了
。
続

を
射
り
、
神
事
を
終
了
。
続

い
て
い
て
1818
騎
の
射
手
に
よ
る
平

騎
の
射
手
に
よ
る
平

騎
射
（
は
さ
み
物
）
が
披
露

騎
射
（
は
さ
み
物
）
が
披
露

さ
れ
た
。

さ
れ
た
。

　

会
場
に
は
大
勢
の
観
客
が

　

会
場
に
は
大
勢
の
観
客
が

詰
め
か
け
、
的
に
命
中
す
る

詰
め
か
け
、
的
に
命
中
す
る

た
び
に
大
き
な
歓
声
と
拍
手

た
び
に
大
き
な
歓
声
と
拍
手

が
起
こ
っ
た
。

が
起
こ
っ
た
。

　

『
吾
妻
鏡
』
に
よ
れ
ば
、

　

『
吾
妻
鏡
』
に
よ
れ
ば
、

１
１
８
７
年
（
文
治
３
）
８

１
１
８
７
年
（
文
治
３
）
８

月
1515
日
に
放
生
会
と
流
鏑
馬

日
に
放
生
会
と
流
鏑
馬

が
行
わ
れ
た
と
あ
り
、
こ
れ

が
行
わ
れ
た
と
あ
り
、
こ
れ

が
同
宮
例
大
祭
の
始
ま
り

が
同
宮
例
大
祭
の
始
ま
り

で
、
一
年
を
通
し
て
最
も
重

で
、
一
年
を
通
し
て
最
も
重

い
祭
事
と
い
う
。

い
祭
事
と
い
う
。

　

▼
達
磨
忌

　

▼
達
磨
忌　

宿
忌
４
日

　

宿
忌
４
日
1414

時
、半
斎
５
日

時
、半
斎
５
日
1010
時
、建
長

時
、建
長

寺
。
寺
。

　

▼
人
形
供
養

▼
人
形
供
養　

５
日

　

５
日
1313

時
、
本
覚
寺
。

時
、
本
覚
寺
。

　

▼
初
亥
祭

▼
初
亥
祭　

５
日

　

５
日
1111
時
、
時
、

江
島
神
社
。

江
島
神
社
。

　

▼
鎌
倉
薪
能

　

▼
鎌
倉
薪
能　

1111
･
1212
日

1818
時
、
鎌
倉
宮
。

時
、
鎌
倉
宮
。

　

▼
十
夜
大
法
要

▼
十
夜
大
法
要　

1212
日
献
日
献

茶
。
茶
。
1313
・
1414
日
1313
時
半
練
行

時
半
練
行

列
、
列
、
1919
時
稚
児
礼
賛
舞
な

時
稚
児
礼
賛
舞
な

ど
。
光
明
寺
。

ど
。
光
明
寺
。

　

▼
絵
筆
塚
祭

▼
絵
筆
塚
祭　

1313
日
日
没

日
日
没

後
行
灯
。

後
行
灯
。
1414
日
1313
時
、
祭

時
、
祭

典
。
荏
柄
天
神
社
。

典
。
荏
柄
天
神
社
。

　

▼
文
墨
祭

▼
文
墨
祭　

2828
日
1010
時
、
時
、

鶴
岡
八
幡
宮
白
旗
神
社
。

鶴
岡
八
幡
宮
白
旗
神
社
。

　

第
三
次
タ
ピ
オ
カ

　

第
三
次
タ
ピ
オ
カ

ブ
ー
ム
が
到
来
し
、

ブ
ー
ム
が
到
来
し
、

楽
し
ん
で
い
る
と
思

楽
し
ん
で
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
タ
ピ
オ

い
ま
す
が
、
タ
ピ
オ

カ
が
話
題
に
な
る
少

カ
が
話
題
に
な
る
少

し
前
に
話
題
に
な
っ
た
マ
イ

し
前
に
話
題
に
な
っ
た
マ
イ

ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ゴ
ミ

ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ゴ
ミ

問
題
を
思
い
出
し
ま
す
▼
プ

問
題
を
思
い
出
し
ま
す
▼
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
削
減
と
し

ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
削
減
と
し

て
ス
ト
ロ
ー
の
廃
止
な
ど
、

て
ス
ト
ロ
ー
の
廃
止
な
ど
、

積
極
的
に
取
り
組
む
企
業
が

積
極
的
に
取
り
組
む
企
業
が

称
賛
さ
れ
て
い
た
半
年
後
に

称
賛
さ
れ
て
い
た
半
年
後
に

は
、
大
き
め
の
ス
ト
ロ
ー
を

は
、
大
き
め
の
ス
ト
ロ
ー
を

使
用
し
て
楽
し
む
飲
料
水
が

使
用
し
て
楽
し
む
飲
料
水
が

人
気
と
な
る
矛
盾
に
、
熱
し

人
気
と
な
る
矛
盾
に
、
熱
し

や
す
く
冷
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